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Ⅰ はじめに
幼稚園教育要領や保育所保育指針の保育内容5領域は「健康」「人間関係」「環境」「言葉」
「表現」である。保育内容「表現」の音楽は，幼児が感じたこと，考えたことなどを自分なり
に表現することを通して，豊かな感性や表現する力を養い，創造性を豊かにすることである（1）。
さらに教師はこのような表現を受容し，幼児自身の表現しようとする意欲を受け止めて，生活
の中で様々な表現を楽しむことができるようにすることである（2）。小学校音楽科の目標は，表
現及び鑑賞の活動を通して，音楽を愛好する心情と音楽に対する感性を育てるとともに，音楽
活動の基礎的な能力を培い，豊かな情操を養うものである（3）。幼児や児童の音楽は，歌唱・器
楽・音楽づくり・鑑賞など様々な活動を通して表現する力・聴く力・感じる力・創造する力を
育み，豊かな情操を養うことが求められている。教育・保育者養成において鈴木（4）は，音楽の
中でピアノ指導に比重が置かれている現状を述べ，教育者が鍵盤楽器を弾けるということは，
音楽教育の一要素であり，保育・教育の現場では範奏や演奏に加え範唱，歌の伴奏としてもピ
アノを使用した指導が必要とされている。
筆者らは，ピアノ学習初心者（5）へのMLシステムを活用とした指導の実践を試み，学生の主
観的評価に基づき調査を行い，現状と課題を明らかにした。前学期科目「音楽実習Ⅰ」におけ
る導入期の現状は，初心者が9割であり，ML集団指導と個人指導の取り組みからピアノ実技
演習と弾き歌いの技能力向上には，音楽の専門知識の学びと共に，学生自身が練習課題を常に
明確にして達成目標を意識することや習熟度の把握と共に心理面の支援を総合的に指導してい
くことの重要性が示された。ピアノ学習初心者が練習に取り組む意欲や姿勢を如何に持続，継
続し上達に向けていくのかが課題である。
本研究は，ピアノ学習初心者が前学期「音楽実習Ⅰ」での学びを後学期「音楽実習Ⅱ」にお
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いてどのように継続して，活かしているのか，夏休みの課題の取り組み方を調査し，MLシス
テムを活用したピアノと弾き歌いの指導法とその実践について検討することを目的とした。
Ⅱ 方法
1．「音楽実習Ⅱ」ピアノ到達目標
音楽実習Ⅱは，ピアノ実技演習の1年後学期科目であり，集団指導と個人指導を行っている。
個人指導では進度に応じて選曲している。ピアノ演奏技能，表現力の向上を目指すと共に弾き
歌いの伴奏実技，歌唱表現の向上を目標とし実践力をつける。
2．履修目標
初心者の場合，音楽実習Ⅱの初等教育コース，幼児教育コース履修目標は，音楽実習Ⅰでの
基礎知識，ピアノの演奏基礎技能の習得を活かし，音楽に対するさらなる意欲と表現力の向上
を目指す。初心者の楽曲教材はバイエルである。バイエルは，リズム・譜表・調性・使用鍵盤
などが段階的にまとめられた練習曲である。ピアノ学習初心者の中でも進度に違いがあるため，
バイエル大学ピアノ教本（6）と標準バイエルピアノ教則本（7）をそれぞれの進度に応じて選択して
いる。さらに個別習熟度のレベルに応じてブルグミュラー25の練習曲，ソナチネアルバム1・
2から学習する。幼児教育コースは，マーチ2曲を学習する。歌唱教材は，小学校共通教材曲
と幼稚園導入教材の伴奏法を学び，取り扱いの意義と教材研究，指導法を実習する。
3．弾き歌いの歌唱教材
歌唱教材は，幼児教育コースと初等教育コースの進路を考慮して選曲している。
（1）幼児教育コース
アイアイ，あめふりくまのこ，あわてんぼうのサンタクロース，大きなたいこ，犬のおまわり
さん，おばけなんてないさ，おはながわらった，ぞうさん，おもちゃのチャチャチャ，げんこ
つやまのたぬきさん，こぶたぬきつねこ，シャボン玉，蝶々，世界中のこどもたちが，てのひ
らを太陽に，バスごっこ，ふしぎなポケット，やきいもグーチーパー
（2）初等教育コース（歌唱共通教材）
第5学年 こいのぼり，子もり歌，スキーの歌，冬げしき
第6学年 越天楽今様，おぼろ月夜，ふるさと，われは海の子
4．音楽実習Ⅱ MLシステム集団指導の展開方法
（1）環 境
KMLシステム（KAWAIMUSICLESSON以下MLシステムとする）の活用による集団
のピアノ指導を，前学期・後学期通して1年間実施している。個人指導は，学生個々のレベル
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に合わせて指導できる利点がある。しかし，1人の指導時間内で，ピアノ学習初心者の問題点
を克服するには時間が足りず，限界もある。
本学は，ML指導室（個別指導室）とML教室（集団指導室）が隣接しており，隣接壁の1
部はガラス窓が填め込まれ，両教室の学生の様子を把握しやすい構造となっている。個別指導
室は，防音室でグランドピアノ1台とトムソン椅子2脚，パイプ椅子複数脚，長机1卓が設置
されている。MLシステムは，少人数による集団音楽学習を効率よく進められる。ML教室は，
マスター1台（指導者用楽器）と他16台（学生用楽器）が接続されており，各電子ピアノには
ヘッドフォン2個，高低可動椅子と高低固定椅子が1脚ずつセットされている。マスターユニッ
トの電源をONにしなければ学生用電子ピアノは接続されない。演奏する楽器の音はヘッドフォ
ンを通してのみ聞く事と指導している。従って，其々が練習する際に，他者の弾く電子ピアノ
音が聞こえて演奏や練習に支障をきたすという事がなく，自己研鑽に励むことが出来る。
（2）指導展開方法
ML指導室とML教室それぞれに1名ずつ教員を配置し，個別指導・弾き歌いと歌唱レッス
ン・自主練習の3つのグループに分けた展開で，指導に当たっている。個別指導室では，1名
の学生がバイエルと弾き歌い曲のレッスンを行い，同じグループ内の他の学生達はレッスンを
聴講している。集団指導室では，2つのグループの指導を展開している。マスターピアノ付近
で弾き歌い曲の歌唱指導と弾き歌い指導，生徒と先生に見立てた模擬授業のレッスンを行って
いる。もう1つのグループは各自の進度に合わせてバイエルと弾き歌い曲の自主練習に取り組
み，判らない点や弾く事に困難を感じている点を指導者に伝え，その都度，指導を受けるシス
テムを取っている。
5．進度表
進度表は，学生が毎週レッスンを受ける曲と担当教員の指導を受けて学習する内容，課題を
記入している。現在の進度の把握と振り返りの確認をすることができ，次回までの課題を明確
にして練習に励むことが出来る。今回は音楽実習Ⅰの進度表で最終講義を終えて自由記述して
いる一人一人の振り返りと課題についてまとめた（表1）。
6．調査対象・時期
後期科目「音楽実習Ⅱ」の講義を履修している教育学科1年の初等教育コースと幼児教育コー
ス計71名の学生を対象とし，2017年7月から9月までの調査時期である。進度表については，
「音楽実習Ⅰ」の最終講義終了後に講義の振り返りを記入し，実技試験時に提出した。「音楽実
習Ⅱ」の1回目の講義で夏季休業中のピアノと弾き歌いの取り組みに対するアンケート調査を
行った。初等教育コースのアンケートは43名，幼児教育コースのアンケートは23名，計66名か
ら回答を得られた。
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7．調査方法
調査は，音楽実習Ⅱで1回実施し，無記名によるアンケート形式で選択項目と自由記述の内
容である。
8．調査内容項目
アンケート調査は，夏休み中のピアノ学習や弾き歌いの取り組みについて3つの質問項目か
ら調査を行った。
（1）夏休み中，ピアノ曲・弾き歌いの目標や取り組み計画が達成できましたか。できた，少
しできた，できなかった，その理由も書いてください。
（2）音楽実習Ⅱでのピアノ曲・弾き歌いの目標と取り組み計画を教えてください。計画例と
して以下を参考にしながら具体的に記載してください。例）ピアノ目標：大学ピアノ教本，
バイエルを後期終了までに終わらせる。取り組み方：一週間平均30分練習する。弾き歌い
目標：小学校5・6年の教材を弾き歌いできるようにする。日本の子どもの歌から弾き歌
いができるようにする。取り組み方：弾きながら歌うことに慣れるために，できるだけ毎
日練習する。
（3）後期で上達したいと考えていることにどのようなことがありますか。1番上達したいと
考えていることを1として3つまで（ ）に数字を記入してください。①譜読み・ト音記
号譜・ヘ音記号譜・大譜表，②指使い，③両手奏，④和音奏，⑤レガート奏，⑥音のミス
がわかる，⑦リズムがわかる，⑧進度表活用の仕方，⑨歌い方・発声の仕方，⑩弾きなが
ら歌詞をつけて歌える，⑪練習の仕方，⑫曲の速さ（テンポ）がつかめる，⑬曲のイメー
ジがつかめる，⑭楽典（記号・強弱・拍子・調性・♯♭など），⑮その他・自由記述
Ⅲ 結果
1．教育学科（初等教育コース48名・幼児教育コース23名）71名は，「音楽実習Ⅰ」最終講義
終了後に，講義を終えての振り返りを自由記述とし，実技試験時に進度表を提出している
（表1）。
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表1 音楽実習Ⅰピアノ進度表振り返り
人 講義を終えて各自の振り返り
71 取り組み 成長・心理面 今後の課題
1 読譜（ドレミも読めない） 弾けるようになり満足感 指使い テンポ
2 練習を行う 最初戸惑いから弾ける楽しさ 難しい曲にチャレンジ
3 弾き歌いが難しい 弾く事は楽しい 継続して練習 もっと上手くなる
4 指使い リズム 指使いやリズム 曲らしさを表現
5 弾けるようになった 弾けるか不安 成長した
6
ソとラの音の違いがわかる 和音
の変化 声をだすこと
弾けず絶望 声をだすのが恥ずか
しい
声をだす 速いテンポで弾く 音
のミスに気をつける
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7 バイエル100番代まで進む ブルグミュラ にーも挑戦したい サスティンぺダルに挑戦
8 がんばれた 時間がかかった 苦手意識がある
9
継続して練習 フレッシュな気持ち 汗で鍵盤がすべるので対策する
遅刻しないよう気をつける
10 友達の協力 教員の指導 弾けるようになるか不安 教採に向けてもがんばる
11
音符が読めない リズムがわから
ない めげずに練習
弾けるようになると思わなかった
嫌になった 練習して良かった
音楽実習Ⅱに向けてがんばる
12 練習して弾けるようになった 両手で弾くのは無理 成長した 後期も努力して頑張る
13
ピアノや弾き歌い 音符の理解
暗譜 進み具合の遅さ
大変難しさがあった 沢山の曲を弾けるようになりたい
14
ピアノを弾く事は初めての経験 こんなにピアノを弾いたことはなく
大変だったが，楽しかった
今後も絶対練習する
15
左手のミスや歌のテンポが定まら
ない ゆっくりリズムをとる
元気よく歌うことを意識する
16
指使いを正しく使える 弾き歌い
がとても難しく大変である
両手で弾けるようになり良かった さらに上達したい
17
強弱やテンポに注意して弾いた バイエルを沢山弾けて良かった 多くの曲を弾き実力を向上させた
い
18
バイエルの進み方が遅かった もっと練習すれば良かったと後悔
ピアノは苦手だが楽しさにも気付く
ピアノの練習にしっかり取り組む
19
かなり進み様々な音やリズムに触
れることができた
弾き歌いは難しく苦戦したがしっ
かりできた時は嬉しく，もっと表
現力をつけるため練習したい
自信を持って弾けるようになりた
い
20 弾き歌いの指導を受けて円滑に弾く 指使いを学び成長できた
21
指使いやリズム，弾き歌いを学び
練習にもしっかり取り組んだ
楽譜を見て本の厚さに絶望し不
安だったが8回目の講義から楽譜
が読めるようになり楽しい
ピアノが好きになり，ピアノ教本
にも愛着がわき始めている もっ
と難しい曲が弾けるようになりたい
22
電子ピアノを購入し自宅練習，
大学に朝早く来て練習した 成
長できた
弾けるようにならないと思っていた
練習すれば弾けるようになる
今後も頑張る
23 弾きたい曲を少し弾けるようになる 先生や友人に支えられた 後期も頑張りたい
24
弾ける曲が増えた 弾き歌いは弾
きながら歌うので難しい
イライラした 弾けないと思った
が弾けるようになると楽しかった
練習することで弾けるようになる
ことを実感した 今後も頑張る
25
指使い，テンポに気をつけ弾く
ピアノ伴奏より歌う声をだす
指使い通り弾ける様にする
26 皆より進度は遅かった 一生懸命頑張った 夏休みも練習してバイエルを進める
27
練習を重ねてバイエル80番まで弾
く
初回は楽譜が読めず不安 ピアノ
は練習がとても大事だと実感
28 指使いと両手奏はとても難しい ご指導いただき少しずつ上達した リズムや発声をできるようにする
29 指使い テンポ リズムが難しい 少し成長できた 自主練習を頑張る
30 全くピアノを弾けなかった 少し弾けるようになった もっと弾けるようになりたい
31
テンポを速めて弾くのが難しい
弾き歌いは歌と伴奏，暗譜が難
しい
最初は不安 毎週の練習で弾け
るようになり良かった
指使いを楽譜通り弾けるようにす
る
32
指使い 読譜 歌唱と伴奏が難
しい
完璧ではないが自身の目標を達成
することができた
33
片手弾きもできない 練習により
上達する
練習すればするだけ上達を実感し
楽しい
頑張って練習を継続したい
34 緊張しても弾けるようになる 皆の前で弾くのは緊張する もっと弾けるようになりたい
35
強弱，指使い 全く弾けなかったが弾けるように
なり嬉しかった
もっと弾けるようになるには学ぶこ
とが沢山がるが頑張りたい
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36
バイエルも難しく 弾き歌いも完
璧でないが以前の感覚を戻せた
中学生以来ピアノを弾いていない
ので不安 練習して弾ける
後期もがんばりたい
37
バイエルは難しく弾けない 読譜
指使い リズム 練習する
練習を積み重ね弾けるようになる 練習した分だけ上達する あきら
めずに練習する
38
リズム 指使い 初めよりだいぶ
上手くなった
弾けるか不安 もっと上手くなって
いきたい 心が折れなくて良かった
練習を怠らないようにする
39
基本的なピアノの動作や音符
読譜など指導と音楽科概論での
学びで上達
少しずつ練習を重ねて上達した ブレスのタイミング フレーズの大
切さ 付点など気をつけて練習す
る
40
弾けないのが悔しくて毎日1時間
の練習を怠らなかった 指使いや
音の伸ばし方
全く弾けず悔しい 早く上達した
いので練習 バイエル 弾き歌い
も上達してよかった
練習した成果を発揮できるように
したい
41
読譜 強弱 左手のリズム 歌
唱のリズムやブレス 発声 練習
ピアノを初めて弾く為不安 徐々
に弾けるようになり表現や工夫
弾くだけでなく表現力に気をつけ
る
42
両手弾き 少しずつ弾ける 苦労した 少しずつ弾けるように
なりもっと難しい曲も弾きたい
今後も頑張りたい
43
以前習っていた感覚が徐々に戻せ
た
弾き歌いは初めより良くなった 弾き歌いの声が小さいので大きな
声で周りを見ながら歌いたい
44
譜読みはできたが両手弾きが難し
い 読譜も早くなり簡単な曲を即
興が少しできる
指導のおかげで上達できた 教採に向けて頑張りたい
45
欠席が多く練習も不足し他と差
がついた
少しでも練習し出席していれば。
4月より弾けるようになり嬉しい
今後も頑張る
46
練習ではできるか皆の前では弾け
ない
先生には沢山の指導と，弾けるよ
うになる機会をいただいた
もっと練習して皆の前でも弾ける
ようにしたい 練習を頑張る
47
テンポ 練習 ピアノに触れず弾けるか不安 緊
張 練習するうちに楽しくなる
弾ける時の達成感は気分が良い
バイエルはしっかりとしたテンポで
弾き，弾き歌いも歌えるようにし
たい
48
久しぶりに弾いたピアノは案外弾
けた しかし指が全く動かない
ギターの弾き歌いはできても歌唱
とピアノ伴奏は難しかった
弾き歌いの曲は2曲しかわからず
無知を痛感した
後期も頑張りたい
49
練習することで段々弾けるように
なる 発声 リズム テンポ
曲の途中でミスをしない，ミスをし
ても直ぐ続けて弾けるようにしたい
50
読譜ができるようになり色々な曲
をある程度弾ける 指導を素直に
受けて頑張った
練習してできる曲が多くなってい
くのが嬉しい 左手の音が大きく
なるのが悔しい
51
ソナチネは難しかったが指導を受
けて練習するコツがわかった
練習不足で指導を受け反省 歌
唱と暗譜が苦手で練習から逃げる
弾き歌いはまだまだ大変なので頑
張る
52
ピアノは弾けるが弾き歌いは発声な
ど難しい 最後はできるようになる
弾けなかった曲も指導のお陰で弾
けるようになりスキルアップした
後期も頑張りたい
53
ピアノは自信があるが弾き歌いは
以外に難しかった ブレス 発声
後半は少し慣れて余裕もあり，で
きるようになった
54
最初は全くわからない 練習をして毎回上達していく実感
がある
まだまだ弾けないことも多いので，
もっとバイエルや歌を上達したい
55
ピアノの経験はあっても最初は指
が思うように動かない だいぶ楽
譜通りに弾ける
苦労した まだ納得できない 後期はもっと練習の時間を増やし
たい
56
最初の講義ではほとんど弾けない
キーボードを購入し指導をうけて
上達することができた
ピアノを弾けるように思えない
練習する時間を増やし上達できた
後期はもっと上達するよう頑張り
たい
57 全く弾けない 両手弾きができない 指導を受け弾ける事が良かった 自宅でも沢山練習して上達したい
58
バイエルのテンポは遅いが何とか
弾ける 発声
6月からバイエルを必死に頑張り
良かった
練習の仕方もわかり効率よく練習で
きる 沢山の曲の学びを後期活かす
進度表の講義を振り返る自由記述について，取り組み，成長・心理面，今後の課題の3つの
項目に内容をまとめた。内容は，この3項目について書くように指示してはいない為，全ての
項目に当てはまらない記述もあった。音楽実習Ⅰのアンケートでは，ピアノ演奏の操作性につ
いて難しさを感じながらも最終講義では，目標を達成していた。進度表の取り組みの項目でも
両手奏など操作性についての取り組みが多いが，リズム・テンポ・指使い・ブレスなど克服点
を定めて練習した結果，上達が見られた。さらに楽典や音楽の専門用語を用いて記述もしてい
る。成長や心理面での項目については，講義開始時にピアノ演奏への不安や緊張していること
が判った。講義を経て弾けるようになってくると楽しい，一生懸命練習するなど成長を実感し
ている学生が多くみられた。その反面，自己肯定感が全くない学生もいた。今後の課題の項目
では，前期の授業をふまえ，夏休みの取り組み，練習の仕方，サスティンペダルの活用や表現
力について，高度な技術力の向上など具体的な目標をあげている学生もいた。
2．調査は，音楽実習Ⅱで1回実施し，無記名によるアンケート形式で選択項目と自由記述の
内容である。アンケート調査は夏休み中のピアノ学習や弾き歌いの取り組みについて3つの
質問項目から調査を行った。
（1）夏休み中，ピアノ曲・弾き歌いの目標や取り組み計画が達成できましたか？①できた
②少しできた③できなかったの3項目から選び，その理由も書いてください，では，①できた
が2名（3％）で，理由は，空き時間を見つけて練習した，自分で達成目標を決めていた，で
あった。②少しできたは17名（25.8％）であり，理由は，帰省中は（少ししか）できなかった，
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59
段々弾けるようになる 左手が思
うように動くようになる
最初は全く弾けなかったが弾ける
ようになり良かった
60
最初は全く弾けない 少しずつ弾
ける
弾けるようになり楽しかった しかし，まだ難しいので克服でき
るよう頑張りたい
61
最初はピアノも弾き歌いもできな
いと思ったが上達した
ここまで上達できるとは思わなかっ
た
歌う声が小さくなるので気をつけ
る努力する 色々挑戦したい
62
全くできない状態から指導を受け
直ぐに弾けるようになる
弾けるか心配 難しい曲に挑戦して上達したい
63
両手弾き 最初ピアノ経験がなく不安 両手
弾きができるようになり良かった
弾き歌いは歌唱の声をもう少し大
きく
64
リズム 両手弾き 片手も思うように弾けず絶対無理
だと思ったが成長して良かった
頑張りたい
65 両手弾き 最初ピアノが不安 少しずつ自信 夏休み中しっかり練習する
66 ピアノはかなり身につく 弾き歌いが苦手 今後特に練習 まだまだレべルアップを図る
67
指が動く 左手のテンポ 伴奏の
大きさ 発声 音の強弱
表現に気をつけ改善していく 引き続き頑張る
68 両手弾き リズム テンポ 指使い 指導により課題に取り組み成長
69
両手弾き 探り弾き 最初弾けず難しい 休日も練習
して上達する
音符の長さや休符の理解，演奏
の上達
70
弾けるようになった曲を活かし新
曲に挑戦し応用力がついた
応用力がついて上達 弾き歌いは
メロディーを意識して伴奏
71
最初より指が円滑に動く 拍
テンポ リズム
弾き歌いも声を出せるようになり
成長した
後期は前期以上に頑張る
弾き歌いはできなかった，目標としていた3曲以上弾けるようになった，目標はバイエル№
100だったが№90までとなった，前期テストよりバイエルを進めた，毎日ピアノを触るように
した，全曲はできなかった，時間がなかったので今日から練習する，であった。③できなかっ
たは47名（71.2％）で，理由は，帰省中はピアノがなかった，実家のピアノが壊れていた，部
活動が忙しかった，アルバイト中心の生活だった，幼稚園実習2週間，その後に楽器の修理，
譜読みが大変だった，急に難しくなりどうしたらいいかわからなかった，練習の仕方がわから
ない，やる気がでない，家の事情，気が付けば夏休みが終了であった（表2）。
（2）音楽実習Ⅱでのピアノ曲・弾き歌いの目標と具体的な取り組み計画を教えてください
では，ピアノ曲の演奏目標は，バイエルを終了させる28名（42.4％），バイエルの進度を上げ
る7名（10.6％）バイエルの100番台まで進む4名（6.1％）であり，「大学ピアノ教本」の学
びに関して39名（59.1％）が目標にあげている。譜読みの強化，一定のテンポで弾けるように
する，自分の実力の更に上を目指す，がそれぞれ3名（4.5％），ブルグミュラーに入りたい，
モーツァルトの曲に取り組む，ソナタを少しずつ進める，練習の方法を身につける，毎日練習
する，ペダルの使い方を学ぶ，ミスをしない，試験の課題曲を決めたい，指番号を守る，が各
1名（1.5％）で，その他は9名（13.6％）であった（表3－1）。
ピアノ曲の取り組み計画は，毎日練習するが20名（30.3％），1週間平均30分練習するは8
名（12.1％），練習時間を増やす，空き時間を見つけて練習するは，共に5名（7.6％）である。
1週間合計1時間練習するは4名（6.1％）で，学校で練習する，楽譜をよく見て練習する，
1週間平均2時間練習するは，それぞれ3名（4.5％）であった。1日30分以上練習する，教
科書の伴奏も大体弾けるようにするは共に2名（3.0％），バイエル中心に練習，先生に教わる，
指が動くように練習するは各1名（1.5％）であり，その他は9名（13.6％）であった（表3－
1）。
弾き歌いの目標は，小学校5・6年生の教材を弾き歌いできるようにするが19名（13.6％），
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表2 夏休み中におけるピアノ曲・弾き歌いの目標や取り組み計画 ［名（％）］
①できた ２（３％） ②少しできた 17（25.8％） ③できなかった 47（71.2％）
・空き時間を見つけ
て練習した
・自分で達成目標を
決めていた
・帰省中は（少ししか）できな
かった
・弾き歌いはできなかった
・目標としていた３曲以上弾け
るようになった
・目標はバイエル№100だった
が№90までとなった
・前期テストより，バイエルを
進めた
・毎日ピアノを触るようにした
・全曲はできなかった
・時間がなかったので，今日か
ら練習する
・帰省中はピアノがなかった
・実家のピアノが壊れていた
・部活動が忙しかった
・アルバイト中心の生活だった
・幼稚園実習２週間，その後，楽器の修理
・譜読みが大変だった
・急に難しくなりどうしたらいいかわか
らなかった
・練習の仕方がわからない
・やる気がでない
・計画通りに進まなかった
・家の事情
・気が付けば，夏休み終了
「日本の子どもの歌」から，弾き歌いができるようにするは6名（9.1％）であり，前期よりも
大きな声で歌えるようにするは，5名（7.6％）であった。音程をしっかりつかむ，伴奏を弾
けるようにする，楽しそうに弾く，の3項目はそれぞれ2名（3.0％），子供の歌やマーチなど
幅広く練習する，伴奏は止まらないように弾く，指使いに気を付ける，自信を持って歌う，弾
き歌いができる曲を増やす，伴奏に負けない歌い方を練習する，テストではミスをしないよう
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表3－1 音楽実習Ⅱでのピアノ曲の目標と取り組み計画
目標 名（ ％） 取り組み計画 名（ ％）
・バイエルを終了させる 28（42.4％） ・毎日練習する 20（30.3％）
・バイエルの進度を上げる 7（10.6％） ・1週間平均30分練習する 8（12.1％）
・バイエル100番台まで進む 4（ 6.1％） ・練習時間を増やす 5（ 7.6％）
・譜読みの強化 3（ 4.5％） ・空き時間を見つけて練習 5（ 7.6％）
・一定のテンポで弾けるように 3（ 4.5％） ・1週間合計1時間練習する 4（ 6.1％）
・自分の実力の更に上を目指す 3（ 4.5％） ・学校で練習する 3（ 4.5％）
・ブルグミュラーに入りたい 1（ 1.5％） ・楽譜をよく見て練習する 3（ 4.5％）
・モーツァルトの曲に取り組む 1（ 1.5％） ・1週間平均2時間練習する 3（ 4.5％）
・ソナタを少しずつ進む 1（ 1.5％） ・1日30分以上練習する 2（ 3.0％）
・練習の仕方を身につける 1（ 1.5％） ・教科書の伴奏も大体弾けるようにする 2（ 3.0％）
・毎日練習する 1（ 1.5％） ・バイエル中心に練習 1（ 1.5％）
・ペダルの使い方を学ぶ 1（ 1.5％） ・先生に教わる 1（ 1.5％）
・ミスをしない 1（ 1.5％） ・指が動くように練習する 1（ 1.5％）
・試験の課題曲を決めたい 1（ 1.5％） ・その他 8（12.1％）
・その他 9（13.6％）
表3－2 音楽実習Ⅱでの弾き歌いの目標と取り組み計画
取り組み計画 名（ ％）
・ピアノと歌の練習を同時に取り
組む
9（13.6％）
・毎日練習する 6（ 9.1％）
・歌を完璧にする 4（ 6.1％）
・練習量を増やす 4（ 6.1％）
・週3日は練習する 3（ 4.5％）
・発声練習を定期的に行う 2（ 3.0％）
・日頃から大きな声で歌えるよう
にする
2（ 3.0％）
・空き時間に練習する 2（ 3.0％）
・試験1週間前までに完璧にしたい 1（ 1.5％）
・手元を見ずに弾けるようにする 1（ 1.5％）
・授業で少しずつ取り組む 1（ 1.5％）
・周りを見て，大きな声で歌える
ようにする
1（ 1.5％）
・1週間平均2時間練習する 1（ 1.5％）
・1週間で4曲弾けるようにする 1（ 1.5％）
・その他 28（42.4％）
目標 名（ ％）
・小学校5・6年生の教材を弾き歌いで
きるようにする。
19（28.8％）
・「日本の子どもの歌」から，弾き歌い
できるようにする
6（ 9.1％）
・前期よりも大きな声で歌えるようにす
る。
5（ 7.6％）
・音程をしっかりつかむ。 2（ 3.0％）
・伴奏を弾けるようになること 2（ 3.0％）
・楽しそうに弾く 2（ 3.0％）
・子供の歌やマーチ等，幅広く練習する 1（ 1.5％）
・伴奏は止まらないように弾く 1（ 1.5％）
・指使いに気を付ける 1（ 1.5％）
・自信を持って歌う 1（ 1.5％）
・弾き歌いができる曲を増やす 1（ 1.5％）
・伴奏に負けない歌い方の練習をする 1（ 1.5％）
・テストでは，ミスをしないようにする 1（ 1.5％）
・ピアノも歌も，同じレベルで仕上げる 1（ 1.5％）
・その他 22（33.3％）
にする，ピアノも歌も同じレベルで仕上げるが，各1名であり，その他は22名（33.3％）であっ
た（表3－2）。
弾き歌いの取り組み計画は，ピアノと歌の練習を同時に取り組むが9名（13.6％）で，毎日
練習するは6名（9.1％）であった。歌を完璧にする，練習量を増やすは共に4名（6.1％）で
あり，週3回は練習するが3名（4.5％），発声練習を定期的に行う，日頃から大きな声で歌え
るようにする，空き時間に練習するは，それぞれ2名（3.0％），試験1週間前までに完璧にす
る，手元を見ずに弾けるようにする，授業で少しずつ取り組む，周りを見て大きな声で歌える
ようにする，1週間平均2時間練習する，1週間で4曲弾けるようにするが各1名（1.5％）
であり，その他は28名（42.4％）あった（表3－2）。
（3）後期で上達したいと考えていることは，どのようなことがありますか，1番上達したい
と感じていることを3つまで記入してくださいの項目では，1番に指使いと回答した学生は16
名（24.2％）で，次に譜読み9名（13.6％）であり，両手奏，歌い方・発声の仕方，弾きなが
ら歌詞をつけて歌えるが各5名（7.6％）であった。2番目に上達したいと考えていることは，
両手奏8名（12.1％），次いで音のミスがわかる，弾きながら歌詞をつけて歌えるの2項目が
7名（10.6％）である。3番目は，曲の速さ（テンポ）がつかめる8名（12.1％），練習の仕
方，楽典（記号，強・弱，拍子，調性，♯♭）が共に6名（9.1％），次に譜読み，指使い，両
手奏，リズムがわかる，曲のイメージがつかめるがそれぞれ5名（7.6％）であった（表4）。
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表4 後期で上達したいと考えていることは，どのようなことですか。［名（ ％）］
① ② ③
① 譜読み・ト音記号譜 ヘ音記号譜・大譜表 9（13.6％） 6（ 9.1％） 5（ 7.6％）
② 指使い 16（24.2％） 6（ 9.1％） 5（ 7.6％）
③ 両手奏 5（ 7.6％） 8（12.1％） 5（ 7.6％）
④ 和音奏 1（ 1.5％） 1（ 1.5％） 3（ 5.0％）
⑤ レガート奏 1（ 1.5％） 5（ 7.6％） 0（ 0.0％）
⑥ 指が動く・4、5指が動く 2（ 3.0％） 5（ 7.6％） 3（ 5.0％）
⑦ 音のミスがわかる 0（ 0.0％） 7（10.6％） 2（ 3.0％）
⑧ リズムがわかる 2（ 3.0％） 2（ 3.0％） 5（ 7.6％）
⑨ 進度表の活用の仕方 7（10.6％） 1（ 1.5％） 0（ 0.0％）
⑩ 歌い方・発声の仕方 5（ 7.6％） 6（ 9.1％） 4（ 6.0％）
⑪ 弾きながら歌詞をつけて歌える 5（ 7.6％） 7（10.6％） 3（ 5.0％）
⑫ 練習の仕方 0（ 0.0％） 1（ 1.5％） 6（ 9.1％）
⑬ 曲の速さ（テンポ）がつかめる 1（ 1.5％） 2（ 3.0％） 8（12.1％）
⑭ 曲のイメージがつかめる 1（ 1.5％） 1（ 1.5％） 5（ 7.6％）
⑮ 楽典（記号、強・弱、拍子、調整、♯♭） 1（ 1.5％） 3（ 5.0％） 6（ 9.1％）
⑯ その他 自由記述 0（ 0.0％） 0（ 0.0％） 0（ 0.0％）
Ⅳ 考察とまとめ
音楽実習Ⅰにおける進度表の自由記述と音楽実習Ⅱでのアンケート調査結果からMLシス
テムを活用したピアノと弾き歌いの指導法とその実践について考察する。進度表において3つ
の項目では，アンケート調査ではわからなかったピアノ演奏の具体的な操作性の難しさや心理
面の不安定さが見られたが，同時に自己課題と達成目標を明確にしながら練習に取り組んでい
る。若干名であるが，他科目の「音楽科概論」での音楽の学びをピアノや歌唱の学び，実践と
関連付け，さらに音楽力を向上させていた学生もみられた。音楽実習Ⅰでは，①進度表を活用
し自己課題と目標を明確にする，②両手奏や部分練習の実践による演奏技能の学習方法や自主
練習の指導，③主要和音・コードを使用した伴奏の理解と実践，④MLシステムを活用した集
団指導と個別指導の学習によるピアノを弾く・歌う・音楽を聴く学習，これらを総合的に実習・
実践してきた。ピアノを弾くことから演奏することにつなげる為には，総合的な音楽力の向上
を目指し，練習に取り組むことと考える。ピアノの演奏技術の向上は「上手に弾けるようにな
りたい」「歌いたい」という意欲や積極性を促し，達成感や満足感，自己肯定感につながった
ことが推察される。学生からの課題では，自主練習の取り組み方や演奏することにより「高度
な技術力を身に付けたい」というさらなる意欲や積極性がみられた。
夏季休業中のピアノと弾き歌いの取り組みに関するアンケート調査では「目標を達成できた」
学生は，初めから達成目標を決め，時間を有効に利用し，計画的に練習に取り組んでいたこと
がわかる。「少しできた」学生は，「帰省中はできなかった」「バイエルは練習できたが弾き歌
いはできなかった」「時間がなかった」など，練習が短時間しか確保できない状況であったと
思われるが，一方で，「毎日ピアノに触れることにした」「全曲に目は通した」など課題に取り
組む意欲があったと推察できる。「目標達成するに至らなかった」学生の中には，「部活動が忙
しかった」「アルバイト中心の生活」「予定が多かった」「帰省先に鍵盤楽器がなかった」など
意欲はあってもなかなか練習するに至らない状況も含まれている。今井は（8）学習習慣が身につ
いていない学生や，練習時間の確保が難しい学生の場合は，音楽的成長のための具体的，かつ
自発的な練習とはならないと述べている。鍵盤楽器が無い環境でも，熟達者は比較的容易に鍵
盤の配置と音のつながりを思い浮かべて練習することはできる。初心者にとってそれは大変難
しいことである。この現状を踏まえた指導として，紙鍵盤を使用した練習方法を提示，実践し
たい。また，アンケート結果から，「譜読みが大変になった」「急に難しくなり練習の方法がわ
からない」「やる気がでない」など，ピアノ学習初心者が一人で練習を持続させることの難し
さも明らかとなった。小野は（9），学生のピアノ学習におけるつまずきの多くは，音楽基礎知識
の乏しさから招く読譜や，ピアノ演奏の経験不足による指使いの工夫の困難などに起因してい
るものと述べている。初心者にとって瞬時に読譜をすることは，困難な作業である。古谷は（10），
読譜と指使いの連動について，楽譜が読めるようになると，脳は音符に対する指使いを自動的
にイメージし変換する回路が出来上がる。読譜力を高めることで指使いの苦手意識が改善され
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る可能性を示唆している。録音した音楽を記憶し演奏することや，指導者の演奏の模奏，また，
指導者が先読みを示す，など一人ひとりの進度に合わせた練習方法や指導を検討し，読譜力の
向上を考えていかなければならない。
弾き歌いに関しては，「練習方法が判らない」「ピアノに苦手意識がある」など自主練習に結
びつかず，夏休み中の目標達成には至らなかった。また，弾きながら歌詞をつけて歌うことに
難しさを感じている学生も多くみられる。
音楽実習Ⅱにおける目標と取り組み計画に関しては，「歌唱」と「伴奏」として捉えるので
はなく「歌唱」と「ピアノ演奏」として分けて目標をあげている学生が多い。その中でピアノ
と歌の練習を同時に取り組む事として目標をあげている学生は，ピアノを弾くことを楽曲では
なく，伴奏として捉えていることにより，歌いながら弾く練習も円滑にできたのではないだろ
うか。音楽実習Ⅰにおいて，コードについての指導はしているが，まだ理解が不十分であるこ
とが明らかになった。弾き歌いを「歌唱」と「伴奏」として捉えられるよう調性やコード・コー
ド進行についても音楽実習Ⅰから取り入れ，音楽実習Ⅱにおいても理解を深めていかなければ
ならない。
音楽実習Ⅱにおけるピアノ曲の目標と取り組み計画に関しては，限られた時間の中でピアノ
演奏技能向上のため，練習時間の確保に努めており，様々な曲を演奏することに意欲を示すな
ど，音楽実習Ⅰよりピアノ演奏技術や表現力への高い目標をあげている。指導者は，ピアノ演
奏に対する学生たちの抱える不安や緊張などに配慮すると共に成長を確認し，明確な目標と学
びのプロセスをもって苦手意識を克服できるよう指導していく必要がある。本研究は，自主練
習における課題の取り組みと音楽実習Ⅱのピアノ演奏，弾き歌いの学びの目標を明らかにした。
しかし，MLシステムを活用した集団指導の検討は限界があった。今後も，MLシステムを活
用したピアノや歌唱の演奏技術や表現力の向上と指導の検討を課題としたい。
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